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砂10月はf体力づくD強調月間Jです。みん草でスポーツに親しみましょう。

古寺に咲き乱れるコスモス (般若寺)
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来年 4月から介護嘩瞳制度が拍ぎります
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要介護認定申請受付を周始
社会の高齢化が週臨み 老後の大雪"関岨巴怒っている介貨をみんはで支えよヨといヨ 介層保険制
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.."明"偶 '-"72写真美術館
世界遺産量録 ~C意

「奈良文学賞」作品募集
" 月か5の屡示

世界遺産量鎗の.，鳴を考え 世界の宝と

忽コ1と前内の文化財を金田 ζアピルする

ため開咽材とじた4載を闘します
懐古奈良大和E書館， .展示室AB一入江憲章

-期間一IOI!2図ωーJl}jη日
明 砂内曹 人江業島が象良

大斜路の..を鮒めたのは ‘首
相羽温存のこ>.以来 平底

t亡くなるまで『目

ふるきとJである..

の..迎及しできまし文.

"入正の政行錯誤の時代どった

断剛-~年代の作品間前週

びまし犬.・R後まも"い貧し

〈とも突しい祭良大柿路の作品

は 大刷費しさ レにしみる拙l:IJ何か

り糾，てくれる】とでしょう

砂開館時間 、前9時字、午後5時(入舗は4時.まで)

砂休館目 月咽日 観日の霊日 (IOf]I:!A，1I1148
fliJ.休館} ただ""列lIL

内/高校*?哩2側内/1
日は小中学生高校生"線終) 砂その他 第2土曙日

午後2時から惜惜員。よる作酬裂が.り.す.

テーマ 告良将 I~ r前.袋良の文化隊Jとしてユネ

スコ世界腕l臨，れた8惟伽←酎耐とした

もの ・応"方途 _OO'/，飴め飯縞附紙100-1.¥0役(日

ふ筒鑑l!f!与} り プロ順衝の婚合A<胞のマス目

的い恥印}隠し ~oo'l同時制l'tJl."，閥均

い で〈問、、応附明日 4阿川内)

.高野然別年前電話毎号..'た別紙をつけて 来

年'"凶"~までt 可f役所惟堺.. 厳司督ヘ 録;st"1 応

募.格"聞いません。作品はn作でふ之楚衰のものに除句

2寸 ...員黒岩重持{直木賞選.餐鍋Lif<l'陽
(直木賞選~l' ltL .山茂(祭民学窃究家) 砂.・ト-

k賞-，・(賃金剛H内 ft作ー2鰯(1:j>20万円)

・完2安 楽11'-3 I!初旬 l~1肩関紙上などに畳表 入賞-If~ト
人にも通知します。人買作品については単行本，作成L
d長良しみんどよりに速綾 砂その他 国5第四医衡の返.

;JI Jf I関する岡U合わぜ(:1: ""じられません"なお 入

賞作品のき作悔は 祭良市t縮局します 砂問い合わゼ

…市役所世界遺耐震輩へ@
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生涯学習センタ

生涯楽習大学
事.唱を寄"同座『近世田章良聖膏U>J(S固シリーズ}

現在同出血に特にliWP手えた近世町告且に併向u
て、"世紀町事且の』ちり J町を考える揖唱です=市内町再

A:'1から鴎師を招与 、 味ちがう軍Lぃf罪判?すと

左き '一 自陣 飼

l問 おかげまいお町かと ー重山文字尉畳わ
Ir1l1::"町 .. 宵，ん

日IHl:l I'!Aと.且
優良/.:1'11.'梅田

.持彰きん

日制 誼量軒高血酢..  粧宵 賓良般宵大.牢"敵曜の
憧刊ちん

'"民且 退一官~・.行a町町め役〈λらL町民、 偶自制安WEBM・』書闘きんの

314i且 車血町，掴
.v:.軒犬，陵町

属鹿・，ん

時間隠し、.れも午聾2時~午棲 4問

定貝 品，w人

古関立学園直『方講申うたJ "園シリー丈}

Jj~町古典に現しみ、いに しえの，レを味わう講申です。

と a ，ー， 国.. 

'"'白血 大!tl">d:atll曲直晶子

'"出島 壬申め畠と高..・R .壇山岨掴k宇

1 /"J旬 ..車事岨車量骨 島書世縄目

V 四 "事週~.槍
柑.静膏さA

"輔 大弘田憲と方債晶画

時間1;1.1，\~れち午後'""午後 4時

定聞 各，，町人

方パソコン属産胡紐躍(告4圃シリーズ)

パソコン町"''*'掃作から簡単""章作虚までの初七、高

のための調暗です R

B・周冒， と 8 

パゾコン歯車7 11!lO-11l1の瞳量阜曜日" ・1

バノヨン寓車8 11/ll-11I3円晦週壷咽日"圃)

商問r;tl，\~れも午睡2開".開

定圃 ."人 .園田 νヱァムコンザルタシト円4、

出広義さん 'テキスト代 T恒肺門 bそ白他 乍胃内 d

容が同じです町で咽"平置とH年度内，"/:-J "揖岨を畳

けた人"応睡できません見

I申し込みl蛇彊はが畠に構座t，("ソコ J講直"瞬時.. 

と講座番号L 住所、氏名(ふりが辛) 司E崎、件町、電 話

番号、生抵当時冒k苧白受講証を持っている人"畳揖証番号、

佐.希望"薩~院噌前}の人はそ円旨音書いて、 IOJI12

日也誼で生証学習セノ，- ，守6弛 .S3S7#ヶ町" 合 2

6-8811)へ号 1牲に 人 l前座隅りー庫蝿と Lて聾

自畳講できる人に限り ます白受醜軒は揖科.事い場合IiIO

JI16日守前t咽辛からI司センターで公開抽置。

日|備し似白崎
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i 長引くせき U赤信号

， .見のうちI:BCG
3 進んで受けよう健康診断

4. .I!.iI"がぬたらそろって検診
5. of1はぺめず鍵縦しで
6 こhれた聴はもどらない

? 飴線機.で防費"が見つかることも

例目立保育園の..

を遮σ・とじて開搬

します.保有士"療

し、重リを1とくさん

周.してい..の

で.鰹に"睡しく

ださし、

子どもと-1II 1 ~ i11 ~ 

ぴ忽伊ら遊び方の ち~!I
ヒント四つ!フた V 

。子と叫闘を酌めてくださ仙

また 字育てについてち.，と心E悠こと 不安忽ことも

ー臨酬で押しよう

止 を1附11J I臼凶ト手前酬ト1時字

lところ】人富徹育園(=:条大宮町 包 33-1355)
【対 象I0 -2畿の7どもとその家銭

【内.， 重宝ご在進ぴの陣虚 作って進ほうの録埼絵本ふ

れが吻留置酬Hで越l町田~~

1・レi1elIを自更はがき』住所 子どもの名健 年齢 C幕直指名

{同博4晴名)電話.-1，，''1:書いて 附月"日までに市役

醐脊謀、

~ゐ担董臼~

ヰ生 涯学習 包ンター開館 1周年配f堂本

~いきいき~ 牛深楽習
生涯学習センタ 伊生まれて"月で 1年に怒ります.これからも

笠涯学Eとともに蟻んで円いきま<.

.!J_*lb輔副'で..かe
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E夢回国

田

据学習情.の鍵0院議自由に触っでuさ

さい

【2・1 視聴質重(暢子シエRマピテ
才シアター)・拠.貨ライブラリ ーに

ある映画(ピヂオ"上央

印 刷 工房{陶芸書偽酸ゾーン)・陶

.の練習風訴の見学と体重貧{先.w人i
・学爾:.1 .2. 3 (横E慢の倉文化偽麟

ソ ン1-ぅ"多量姐ごっつ必農.奈

良の後れた食併の紹介 純理の開発

...通じて脅しい食文化金金閣に受

信{今回のメイ Jテ マはf太和肉嫡J)
展示と鉱余{午後l時一5時}

{費用 ，.斜

【闘い盆わttlヨUI'学習センタ- ，杉ヲ町 tr26-88!11へ，
..皇制値絹がを史い民め ・Hでの乗鎗は遠慮ください.

'"似山 1"

竃

.包ンタ-，綱図体自主タ凡戸プ
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と'I!"'IOI!17tJ同時前同時午後5
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{地闘} スタジ方) (歯凝傍観ソー
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・スタ ジ " ，ダン叉4奪取ゾーン〉 ー

グ〆開削酬の見学左崎

【1・1 柵咽コア z生務.胃情俵

提供ンステム"ら釘 ""JIよる牛
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ん彼自・.受付 与剛健児し 健闘衝1努めま

"う
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酬同酎針金 NHK文化全ンタ

N I! K~叫酬合開きます

~ l: ~"' ]L !IJ州府後 1剛一同. .， 

ζろ…ならまt，{::d- (車専綜町} ・肉

曾一健体操ーシ Z イプヲげ時計スト，
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「一刀眠時.

正己;:ot..UI
霊

祭 とんぼ玉作りのつ終演児字です.作町下たろのfι畿
の伐をご覧〈だちも .

盆

也〉一刀岡修目.，険 刀彫で来年の干支 (辰)作町 ，体

'換し霊す(附鴨川引.

③"ンナI'!I!IJ(;f:"本金カンナで倒り そのSをさを体験

します， ，を〈綱られた上位おに工Z品，プレゼント.削

"・で笛もできます.

明… ゴ一日→事旬，修

肌 H (材開瑚Ij)< 、
ロクロで乎ぴね

>111 

主主到
1会の作り fになりたいと思っている人の又めの

.，や偲扱です.

惨とを 11111111ω "日間l午前'"略~午後ち防

(14f1l時制刷で) 砂ととるーなら'"〆タ

{東"体町)

E孟』
現代奈良工芸の作り f'た

もの 「仏伎の彼Jが冴える

作品哨，です. ・ ー

・とを H川 Iltlj-l4f1川市1柵一時間

(l 4 f1 1~午後4 時まで} 惨とこる なら ま%センタ

ー{東"林町) ・入期制 一舞斜

りを体験し.す(紛糾曽川州1.

⑤古.菌処般商め包包含体験します{紛斜稜l，'αlrll.
⑦闘を体験…..，で制緩のはがき作村どを酬し

ます(射れ脅 l，mドll.
惨とを 業河貨と体風。 @lll1}JiJUW-I.U倒序前附

時、午後3時 体験②、@"同日午前1備事~正午と午後

1時、 3時体職(fは同日伽下前'"防~正下と午後1時
3時 惨とごろ ならま"シタ 01(，'予鉢町} 惨

@し込み 伐復はがきにf容所氏名年働電話.号

実施日 f午前 午後の.のあるもの"どちらか金明記)

椅慢のヲログラムを鳴いて 附1122日までに問.鋳局へ.

俳柑t柵週明 "ν滑川吻l..s;，..不要.

【闘い禽わ包" 長良ムZヲzステイパル切実行委同会事締
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